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今回の
clinical 
question



頭を打って心配です！
CT、とってほしい！！

そんなに重症そうじゃないからCTいらなさそう…
被曝も気になるし

でもこんな必死なお母さんの申し出を断って、万一後から
出血が見つかったら、トラブルになりそうだな



とある日の外来で

駅のトイレでおむつを交換しようと思って
赤ちゃんを寝かせました

新しいおむつを準備している間に
赤ちゃんが下に落ちてしまいました

元気そうだけど、念のため
連れてきました



小児は成人より被曝の影響を受けやすい

•子どもはおとなの2－3倍放射線に対して感受性が高い

•放射線の健康への影響は一様ではない

こどもが成人より影響の大きいもの
感受性
認知、白内障、甲状腺結節
発がんのリスク
白血病、脳腫瘍、皮膚がん、乳がん、甲状腺がん



被曝の健康への影響を減らす

4歳
100cm

新生児
50cm

1歳児
75cm

被曝量は検査部位(頭部)からの距離が影響する

防護をすることで被ばく線量は減少させられる



小児軽症頭部外傷スコア

PECARN(2009) CATCH(2010)CHALICE(2004)

いずれも①受傷起点、②身体所見、③臨床経過 をもとにCTの必要性を評価

受傷起点のうち、『転落・墜落の定義』、『高エネルギー外傷の定義』が
それぞれで異なる



(参考)小児軽症頭部外傷スコアの相違点

PECARN(2009) CATCH(2010)CHALICE(2004)
転
落
・

墜
落 3m以上からの墜落

<2歳 0.9mからの墜落
≧2歳 1.5mからの墜落

0.9m以上からの墜落

高
エ
ネ
ル
ギ
ー

外
傷

64km/H以上のスピードでの事故
早く動く物体との衝突

車外放出
同乗者死亡
歩行者orヘルメットなしの
自転車と車の事故
衝撃の強いものに打撲

バイク事故
ヘルメットなしの自転車からの
転倒



本日の文献



本日の文献

2017年
オーストラリアとニュージーランドの10施設

前向きコホート研究



3つのルールの比較

• 対象
• 除外条件
• 受傷起点
• 病歴
• 検査所見
• Primary outcome
• Secondary outcome



PECARN(2歳未満)

GCS14
意識レベルの変容
頭蓋骨骨折蝕知

後頭部・頭頂部・側頭部に皮下血種
5秒以上の意識消失
高エネルギー外傷

親が普段と違うと感じる

頭部CT推奨 条件付きCT考慮

CT推奨なし

除外条件：受傷起点が転倒のみ・静止している物体にぶつかったなどごく軽症
GCS≦13の重症

NO NO

一つでもYES 一つでもYES



PECARN(2歳以上)

GCS14
意識レベルの変容
頭蓋骨骨折徴候

意識消失
嘔吐

高エネルギー外傷
激しい頭痛

頭部CT推奨 条件付きCT考慮

CT推奨なし

除外条件：受傷起点が転倒のみ・静止している物体にぶつかったなどごく軽症
GCS≦13の重症

NO NO

一つでもYES 一つでもYES



CATCH

対象症例：外傷～24時間で病院受診した0～16歳

診察時意識レベル13～15

かつ鈍的外傷・失見当識・2回以上の嘔吐・2歳以下の易刺激性の少なくとも1つを認める症例

高リスク群(脳神経外科的治療介入が必要であった群)

①外傷後2時間以上でもGCS＜15

②開放性or陥没骨折

③悪化する頭痛

④診察時に興奮状態

①～⑦に1項目でも該当すれば頭部CTを推奨

中リスク群

(CT上頭蓋内病変の検出率が高い群)

⑤頭蓋底骨折所見あり

⑥頭皮に大きな血種

⑦高エネルギー外傷



病歴

①意識消失5分未満

②健忘5分未満

③傾眠傾向

④嘔吐3回以下

⑤虐待の疑い

⑥てんかん既往歴(-)症例の

けいれん

身体所見

⑦GCS＜14(1歳未満は<15)

⑧解放骨折・陥没骨折疑い

or大泉門膨隆

⑨頭蓋底骨折所見

⑩神経学的局所所見

⑪<1歳での5cmより大きな

皮下血種、挫創

受傷機転

⑪64km/h以上での交通事故

⑫3m以上からの転落

⑬早く動く物体との衝突

CHALICE

対象：16歳未満
以下の13項目に該当しなければ頭蓋内病変の可能性は低い



症例

期間：2011.4～2014.11 (39か月間)
症例：20137例

PECARN(<2y.o.)適応 4011例
PECARN(≧2y.o.)適応 11152例
CATCH適応 4957例
CHALICE適応 20029例



症例

3つのルールごとの症例の特徴

ルールの適応基準は異なるが、
症例の特徴は、PECARN、CATCH、CHALICEの
いずれも症例全体の特徴と一致した



各ルールの精度



各ルールの精度 1

PECARN CATCH

CHALICE
<2y.o. ≧2y.o.

高リスク
群

低リスク
群

感度 100 99.2 95.2 88.7 92.3

特異度 53.8 45.8 84.2 56.4 78.1

陽性的中率 2.0 1.6 2.5 5.6 7.9

陰性的中率 100 100 100 99.4 99.8

CT施行率 35.3 52.8 3.3

基準適応率 75 76 25 99

単位：%



各ルールの精度 2



PECARN
CATCH CHALICE

<2y.o. ≧2y.o.

感度 100 99.2 91.9 92.5

特異度 59.1 52.0 70.4 78.6

陽性的中率 2.0 1.7 2.6 3.6

陰性的中率 100 100 99.9 99.9

PECARN
CATCH CHALICE

<2y.o. ≧2y.o.

感度 100 99.4 86.7 90.4

特異度 59.4 52.2 70.6 78.9

陽性的中率 3.4 2.7 3.9 5.4

陰性的中率 100 100 99.8 99.8

PECARN
CATCH CHALICE

<2y.o. ≧2y.o.

感度 100 100 95.8 91.7

特異度 58.7 51.6 69.9 78.1

陽性的中率 0.3 0.3 0.4 0.5

陰性的中率 100 100 100 100

臨
床
的
に
重
要
な

T
B

I
T

B
I

脳
外
科
手
術

単位：%

臨床的に重要なTBIへの感度
➡PECARNがNo.1

PECARN
・2歳未満の臨床的に重要なTBIの見逃しなし
・頭蓋底骨折で2日間の入院症例見逃し
➡臨床的に重要な所見はみられるが、
頭蓋底骨折には指標がなく弱い

CHALICE
・臨床的に重要なTBI12例を見逃し

(脳外科手術症例2例を含む)

特異度はCATCH、CHALICEが上回る

各ルールの精度 2



各ルールの精度



各ルールでpick upできない症例の特徴

Pick upされ
なかった症例

特徴

PECARN(<2y.o.) 0

PECARN(≧2y.o.) 1
年齢 ：15歳
受傷機転：暴行
外傷 ：脳出血

CATCH 1
年齢 ：6歳
受傷機転：落下物にぶつかる
外傷 ：脳出血

CHALICE 31

年齢 ：

受傷機転：3m以下からの落下、転倒が目立つ
外傷 ：脳出血 20例

骨折 10例
脳浮腫 1例
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Take
home 

message
こどもは成人より放射線感受性が高く、
CT撮像など被曝を伴う検査は慎重に検
討する必要がある

PECARNのルールが感度が高く
本邦に適している


